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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

岩 﨑議 員から 、都 合 により 本日 の会 議を欠 席す る旨の 届出 があ

りました。

次 に、 本日の 会議 に 説明の ため 出席 を求め た者 の職氏 名は 、配

付しております報告書のとおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本日は、会派による代表質問を行っていただきます。

よなご・未来、国頭議員。

○国 頭議 員（登 壇） おはよ うご ざい ます。 会派 よなご ・未 来の

国頭でございます。

ま ず最 初に、 冒頭 で 言わせ てい ただ きます 。ア メリカ ・イ スラ

エル のイ ランの 攻撃 と いうこ とが あり ました 。対 話中で あり 、そ

うい った 武力で 攻撃 っ ていう もの は、 やはり 国際 法の観 点か らも、

非常 に問 題であ ると 思 ってお りま す。 そうい った 、日本 政府 とし

ては 国際 法を遵 守し た 、毅然 とし た対 応を求 める という こと でご

ざいます。

それでは、会派を代表して質問をさせていただきます。



未 来を 見据え た持 続 可能な 米子 のま ちづく りに ついて 。人 口減

少、 少子 高齢化 は米 子 市にお いて も避 けられ ない 現実で あり ます。

生産 年齢 が減少 する 一 方で、 扶助 費な どの固 定的 経費は 増加 が見

込ま れま す。さ らに 、 公共施 設や イン フラの 老朽 化対策 は待 った

なし であ り、一 般廃 棄 物処理 施設 の整 備など 大規 模な設 備投 資も

控え てお ります 。加 え て、物 価高 騰や 金利上 昇な ど将来 の財 政運

営に は多 くの課 題が 山 積みし てお りま す。今 、私 たちは 将来 世代

に負 担を 先送り する こ となく 、公 共施 設の縮 減や 事業の 見直 しを

含め 、将 来を見 据え た 持続可 能な 市政 運営の 在り 方が問 われ てい

ます。以上を踏まえ質問いたします。

まず最初、今後の財政運営についてお聞きいたします。

本 市の 中期財 政見 通 しでは 、令 和１ ２年度 以降 、収支 の不 均衡、

いわ ゆる 赤字が 継続 し 、突発 的な 経済 変動や 災害 に備え るた めの

財政 調整 基金を 取り 崩 さざる を得 ない 状況が 示さ れてい ます 。そ

して 、令 和１６ 年度 に は基金 が枯 渇す るとの 試算 となっ てい ます。

当然 なが ら、財 政調 整 基金残 高の 目標 値であ る標 準財政 規模 の１

割程 度、 約３４ 億円 と の乖離 は今 後拡 大して いく ことが 予想 され

ます 。恒 常的な 収支 不 均衡を 生じ させ ないた めに 、財政 収支 の均

衡を どの ように 確保 し ていく のか 、つ まりど うや って黒 字転 換を

図っ てい くのか につ い て、税 源涵 養に 努める とい った抽 象的 な方

針ではなく、より具体的な対策について伺います。

今 後の 財政運 営を 安 定させ るた めに は、将 来を 見据え 、公 共施

設の 延べ 床総量 を適 切 にコン トロ ール し、必 要な 施設は 維持 ・更

新し てい くとい う公 共 施設マ ネジ メン トが重 要と 考えま す。 しか

しな がら 、公共 施設 の 延べ床 面積 につ いては 、米 子市公 共施 設等



総合 管理 計画で 掲げ ら れた計 画期 間内 の延べ 床面 積５％ 削減 が未

達成 であ り、最 終的 に は４０ 年間 で２ ０％の 削減 という 数値 目標

も示 され ている もの の 、令和 ６年 度末 時点で は 1.３ ９ の 削 減 に と

ど ま っ て い ま す 。 こ う し た状 況を 踏ま え、計 画を 着実に 進め るた

めに 、具 体的に どの 施 設をど の時 期に 削減し てい くかに つい て、

施設分類ごとの方針も踏まえた上でお示しください。

次に、持続可能な上下水道事業についてお聞きいたします。

給 水人 口の減 少に よ り、上 下水 道事 業にお ける 料金収 入が 今後

減少 して いくこ とは 構 造的に 避け られ ないも のと 考えま す。 一方

で、 施設 の老朽 化は 確 実に進 行し てお り、施 設の 維持管 理・ 更新

や耐 震化 を通じ た安 定 的な水 道水 の供 給、そ して 生活環 境を 守る

ため の排 水機能 の維 持 は、市 民生 活を 支える 上で 極めて 重要 な事

業で あり ます。 米子 市 におい ては 、ス トック マネ ジメン ト計 画な

ど各 種計 画に基 づき 、 計画的 な施 設の 維持管 理が 進めら れて いる

もの と認 識して おり ま す。し かし なが ら、近 年の 物価高 騰や 想定

を上 回る 老朽化 の進 行 、さら には 八潮 市の事 故に 象徴さ れる よう

な重 大リ スクを 踏ま え ると、 従来 の前 提条件 に基 づく計 画は 、将

来にわたって十分であるのかという懸念もございます。

ま た、 下水道 事業 に おきま して は、 既に料 金改 定に向 けた 議論

がス ター トして おり 、 水道事 業に おい ても、 この ままの 経営 状況

が続 いた 場合、 令和 ６ 年度に 約２ ６億 円ある 内部 留保資 金が 令和

１１ 年度 には大 幅に 減 少し、 約１ 億円 程度に なる との試 算も 示さ

れております。

こ うし た状況 を踏 ま え、上 下水 道事 業の持 続可 能性を どの よう

に確 保し ていく のか 。 各料金 改定 に対 する考 え方 やスケ ジュ ール、



さら には 施設の 維持 管 理・更 新に おい て十分 なリ スク評 価が 行わ

れて いる のかと いう 視 点も含 め、 市と しての 基本 的な考 えを お示

しください。

次に、米子－境港間高規格道路についてお聞きいたします。

米 子－ 境港間 高規 格 道路と 言わ れる 、正式 名称 、中国 横断 自動

車道 岡山 米子線 （米 子 ～境港 ）の アン ケート 作成 が昨年 秋に 行わ

れま した 。そこ には 環 境影響 評価 法に 基づく 計画 段階環 境配 慮書

の対 象事 業とな るこ と があり 、そ れに 沿って 意見 聴取を する と書

いて あり ました が、 ３ ルート を示 され 、国が 莫大 な予算 をか けて

行う とい う計画 で、 米 子市と して は負 担はな いか もしれ ませ んが、

米子 市を もろに 通る ル ートの 市民 への 影響は 計り 知れず 、ま た工

事で 与え る人口 集中 地 区の影 響は 多い と、悪 い意 味でで すね 、し

っか り書 いてあ りま し た。以 前、 市長 が言わ れた 、私の 質問 で過

去あ った と思い ます け ども、 境港 のた めにあ るの であれ ば米 子の

ため にな ると言 われ た ことは 、疑 問を 呈さざ るを 得ませ ん。 米子

市を 通る が、素 通り に なる可 能性 もあ ること 、こ の道路 につ いて

両手 を挙 げて誘 致す る ことに つい ても 、改め て考 える必 要は ある

と考 えま す。こ の計 画 の米子 市に 対す るメリ ット とデメ リッ トに

ついて改めてお聞きいたします。

次に、駅前通りの３車線化についてお聞きします。

市 が構 想を進 めて い る駅前 通り の３ 車線化 につ いては 、市 民の

間に 否定 的な意 見も あ る中で 、現 在２ 回目の 実証 実験が 実施 され

てい ます 。実証 実験 を 開始す るに 当た り、鳥 取県 などの 関係 機関

から どの ような 意見 が あった のか 、沿 道事業 者や 一般市 民か らど

のよ うな 意見が 寄せ ら れてい るの か、 また市 とし てどの よう な課



題を 把握 してい るの か 伺いま す。 また 、３車 線化 を検討 する に当

たっ ては 、整備 費が ど の程度 発生 する のかと いう 視点は 重要 と考

えます。

そ こで 、今回 の実 証 実験の 形で 車道 や歩道 の整 備を行 った 場合

に、 想定 される 概算 事 業費が 幾ら にな るのか お伺 いいた しま す。

市民 の皆 様から は、 ３ 車線化 の目 的や 狙いが 分か らない とい う声

を多 く聞 きます 。改 め て駅前 通り を３ 車線化 する 目的や 狙い につ

いて伺います。

次 に、 持続可 能な 市 民の移 動支 援に ついて お聞 きした いと 思い

ます。

地 域の 高齢化 が進 む 中で、 買物 や通 院など 市民 の生活 に欠 かせ

ない 移動 手段と して 、 公共交 通の 維持 ・充実 は不 可欠と 考え ます。

市民 生活 に寄り 添っ た コミュ ニテ ィバ スやデ マン ドバス など 支線

とな るフ ィーダ ー交 通 につい て、 採算 性、持 続可 能性の 視点 を鑑

みた 上で 、現在 の検 討 状況、 今後 の方 針につ いて 、具体 的な スケ

ジュ ール も併せ てお 伺 いいた しま す。 一方で 、民 間バス 事業 者に

対し 、多 額の赤 字補 填 が税金 から 行わ れてお り、 その額 は年 々増

加し 、令 和６年 度決 算 では年 間約 ２億 円を超 えて おり、 財政 上の

負担 も大 きくな る一 方 です。 財政 負担 を鑑み た持 続可能 な公 共交

通の 在り 方につ いて 、 民間事 業者 への 赤字補 填に 対する 見解 と今

後の 方向 性、位 置づ け につい て伺 いま す。具 体的 なスケ ジュ ール

も併 せて お示し くだ さ い。ま た、 本市 単独で なく 、近隣 市町 村な

どの 共同 運営な ど広 域 的な支 援策 につ いても 検討 すべき と考 えま

すが、まず市の見解をお伺いいたします。

次 に、 米子市 役所 本 庁舎借 地解 消に ついて お聞 きした いと 思い



ます。

市 役所 本庁舎 の借 地 解消に つい て、 市長は さき の選挙 時に 借地

をす ぐに 解消さ れる 旨 の発言 をさ れま した。 その 後、昨 年の ７月

には 市営 万能町 駐車 場 等の市 有地 と借 地の一 部を 等価交 換し 、残

る借 地に ついて は１ ５ 年後に 買い 取る 方針を 示さ れまし た。 しか

し、 その 方針が 示さ れ てから 既に 半年 以上が 経過 してい るに もか

かわらず、進展したとの報告はまだありません。

そ こで 、地権 者と の 協議は どの 程度 進んで いる のか、 １５ 年後

の買 取り 価格や 条件 に ついて 、ど こま で協議 が進 んでい るの か、

リス ク検 証状況 はど う なって いる のか など、 借地 解消に 向け た現

時点 の進 捗状況 と今 後 のスケ ジュ ール につい てお 伺いい たし ます。

次 に、 米子駅 前シ ョ ッピン グセ ンタ ーの在 り方 につい てお 聞き

いたします。

市 が所 有する 米子 駅 前ショ ッピ ング センタ ー・ 駅前イ オン につ

いて は、 テナン ト賃 料 収入が 十分 でな いこと から 、賃貸 先で ある

米子 市開 発公社 との 年 間契約 額 5,３ ０ ０ 万 円 を 市 は こ れ ま で 一 度

も 満 額で 受け取 るこ と ができ てお りま せん。 その 結果、 耐用 年数

を踏 まえ た維持 管理 等 に必要 な積 立金 が不足 して いる状 況で ある

と理 解し ており ます 。 また、 ２月 の都 市経済 委員 会で報 告が あっ

たよ うに 、主要 テナ ン トであ るイ オン リテー ルと の転貸 借契 約に

おけ る賃 料の値 上げ に ついて 、現 在は 交渉中 との ことで あり ます

が、 現行 賃料を 大き く 上回る 水準 での 合意は 、ハ ードル が高 いと

予想 され 、積立 金不 足 の解消 は容 易で ないと 考え ます。 一方 で、

同施 設は 駅前と いう 好 立地に あり 、交 通アク セス にも優 れ、 米子

駅周 辺エ リアの 拠点 施 設とし て高 いポ テンシ ャル を有し てい ると



考え ます 。老朽 化が 進 む中で 、今 後の 方向性 を先 送りす るこ とな

く、 施設 の位置 づけ を 明確に し、 必要 となる ライ フサイ クル コス

トを 含め た中長 期的 な 経営計 画を 策定 すべき と考 えます 。こ れら

の点 につ いては 、２ 月 の委員 会報 告に おいて 市も 同様の 認識 を示

され 、今 後の維 持管 理 の在り 方や 将来 的な施 設の 方向性 につ いて

も検 討す べき段 階に 来 ている 。米 子駅 周辺エ リア 全体の 中長 期的

な方 向性 を念頭 に置 い て、協 議検 討を 行うと の方 針が示 され てい

ます。

そ こで 、具体 的に ど のよう に検 討を 進めて いく のか、 その スケ

ジュ ール も含め て御 見 解をお 伺い いた します 。ま た、市 長が 考え

る駅 前シ ョッピ ング セ ンター の在 り方 やビジ ョン につい て、 現在

の駅 前シ ョッピ ング セ ンター のに ぎわ いの状 況、 活用状 況に おけ

る評価も併せてお伺いいたします。

次 に、 湊山公 園リ ニ ューア ルに つい てお聞 きし たいと 思い ます。

先 日報 告され た、 委 員会で も言 わせ ていた だき ました が、 猿が

島に つい ては何 も触 れ られて おり ませ ん。過 去、 田村議 員が 指摘

され てか らもう ２年 以 上たつ んじ ゃな いでし ょう か。老 朽化 のた

め、 また 多くの 猿の 収 容環境 改善 のた め、こ の際 しっか りと した

施設 とし て、改 修拡 大 か存廃 を含 め検 討すべ きと 考えま すが 、市

長の考えをお伺いいたします。

次に、指定管理者制度についてお聞きします。

地 方自 治法施 行令 第 １６７ 条の ２は 、随意 契約 を認め る場 合を

限定 列挙 し、競 争を 排 除する こと が例 外であ るこ とを明 確に して

いま す。 指定管 理者 制 度にお ける 公募 によら ない 指定は 、契 約行

為で はな いもの の、 競 争性を 排除 する という 点に ついて 随意 契約



と同 様の 構造を 有し て います 。そ のた め、公 募に よらな い指 定に

つい ても 随意契 約と 同 程度あ るい はそ れ以上 に厳 格な理 由づ けと

説明 責任 が求め られ て いると 考え ます 。しか し、 米子市 公の 施設

の指 定管 理者の 指定 の 手続等 を定 める 条例第 ８条 では、 市の 施設

の設 置目 的を効 果的 に 達成す るた め、 特定の 法人 等に管 理を 行わ

せる 必要 がある と認 め るとき の規 定に とどま り、 競争を 排除 する

具体 的な 理由が 明確 に 示され てお らず 、恣意 的な 運用を 許し 得な

い構 造と なって おり ま す。指 定管 理者 の候補 者選 定にお いて 、競

争原 理を 適切に 働か せ 、市民 サー ビス の向上 につ なげる ため 、随

意契 約と 同様の 例外 規 定を設 ける こと につい て、 市長の お考 えを

お伺いいたします。

次 に、 指定管 理者 か らの再 々委 託に ついて お伺 いいた しま す。

は再 々委 託を排 除し な い方針 を示 され ました 。施 設管理 の質 を確

保す ると いう観 点か ら 、指定 管理 者か ら再委 託さ れた業 務が さら

に再 委託 される こと を 認める 理由 につ いて、 市長 の見解 を伺 いま

す。 あわ せて、 指定 管 理者制 度の 概要 や選定 方法 につい て、 市民

に分 かり やすく 整理 し た資料 を広 く公 開する お考 えがあ るの かお

伺い いた します 。も し 公開し ない ので あれば 、そ の理由 につ いて

もお示しください。

次に、中央公民館の扱いについてお伺いいたします。

米 子市 公民館 条例 で は、中 央公 民館 を含む ３０ の公民 館を 設置

する こと が定め られ て おりま す。 しか しなが ら、 米子市 公会 堂内

に設 置さ れた中 央公 民 館には 、条 例に 定めら れた 職員も 配置 もさ

れて おら ず、ご く一 部 の市民 にし か利 用され てい ない、 公平 性に



欠け る運 用がな され て います 。こ うい った状 況を 改善す るた めに、

条例 改正 を含め 、中 央 公民館 の在 り方 につい ての 御所見 をお 伺い

いたします。

次 に、 観光地 とし て 魅力あ るま ちづ くりに つい てお聞 きし たい

と思います。

先 日、 広島県 尾道 市 に伺っ てま いり ました 。観 光地に 向か う商

店街 には 、多く の尾 道 ラーメ ン屋 さん があっ て、 入って みる と多

くの 全国 放送等 のテ レ ビで取 り上 げら れた有 名人 の色紙 が飾 られ

てお り、 外国人 観光 客 を含め 多く のお 客さん がお られま した 。尾

道ラ ーメ ンは既 にブ ラ ンド化 され てお り、米 子市 もさば しゃ ぶと

同様 、ソ フトコ ンテ ン ツとし て米 子ラ ーメン 、ま た米子 さば しゃ

ぶと 、米 子をし っか り 冠しブ ラン ド化 を目指 すべ きだと 考え ます。

ハー ド整 備とし ては 、 商店街 の一 角に ラーメ ンロ ードを つく るな

ど、 観光 戦略と して 、 ソフト とハ ード の両面 で戦 略を立 てる とい

うの は、 市とし て今 後 の戦略 とし て持 ってお かな ければ なら ない

もの だと 考えま す。 米 子空港 を利 用し た訪日 外国 人が増 えて きて

いる 中、 他地域 に旅 客 を取ら れる こと なく、 ソフ トでは どう いう

コン テン ツでど のぐ ら いの集 客を 図ろ うとし てい るのか 、ま たハ

ード では どのく らい の 期間で どの よう な整備 をし ようと して いる

のかお伺いいたします。

次 に、 脱炭素 先行 地 域づく り事 業と 市民理 解の 促進に つい てお

伺いいたします。

本 市は 令和４ 年度 に 環境省 の脱 炭素 先行地 域に 指定さ れ、 公共

施設 を中 心に脱 炭素 化 に向け た各 種事 業を進 めて いると ころ です。

令和 ８年 度当初 予算 に は５億 １２ ５万 1,０ ０ ０ 円 が 計 上 さ れ て お



りま す。 こうし た中 、 先頃、 本事 業に 対して 批判 的な内 容の 記事

がイ ンタ ーネッ トや 紙 媒体に 掲載 され ており まし た。そ こで 、当

該記 事の 内容の 真偽 に ついて 本市 とし てどの よう に認識 して いる

のか、またそれに対する市の対応についてお伺いいたします。

ま た、 近年、 全国 的 に太陽 光パ ネル の設置 が環 境破壊 につ なが

るの では ないか とい う ネガテ ィブ なイ メージ が広 がって おり ます。

太陽 光パ ネルと 環境 保 全の関 係に つい て、本 市の 考え方 と市 民の

理解 を促 進する ため の 方針に つい て、 市長の 見解 をお伺 いい たし

ます。

さ らに 、米子 バイ オ マス発 電所 にお ける事 故を 通じ、 再生 可能

エネ ルギ ー施設 の設 置 に当た って は住 民生活 や周 辺環境 への 十分

な配慮が不可欠であることが改めて認識されました。ＣＯ ２削減が

かえ って 環境破 壊に つ ながる こと のな いよう 、適 地でな い場 所へ

の設 置を 制限す るゾ ー ニング の考 え方 が重要 であ ると考 えま す。

本市 の環 境基本 計画 の 推進に おい て、 ゾーニ ング をどの よう に位

置づけているのか、市長の御意見をお伺いいたします。

次に、可燃物の収集体制についてお伺いいたします。

ま ず、 ごみ出 しに 困 難を抱 える 市民 のため の事 業の現 状と 課題

につ いて お伺い いた し ます。 また 、そ れらの 事業 につい て、 市民

に分 かり やすく 網羅 的 に情報 提供 する ことに つい ての市 長の 見解

をお 伺い いたし ます 。 地域の 担い 手が 先細る 中、 高齢者 のご み出

し支 援や 市民の 利便 性 向上に 対し 、福 祉事業 者や 地域に 頼る ばか

りで なく 、業者 への 委 託によ る戸 別収 集など が、 市が主 体的 に取

り組 むこ とが必 要と 考 えます が、 市長 の御所 見を お伺い いた しま

す。



ま た、 カラス など の 鳥獣に よる ごみ 散乱被 害の 抑止を 図り 、良

好か つ快 適な生 活環 境 を確保 する こと を目的 とし て、折 り畳 み式

ネッ トボ ックス の設 置 を奨励 した り、 購入費 補助 を実施 する 自治

体が 散見 されま す。 現 状での 歩道 上の ごみス テー ション への 折り

畳み 式ネ ットボ ック ス を市民 が利 用す ること につ いて、 市長 の見

解をお伺いいたします。

次に、自治会支援、活性化についてお聞きします。

自 治会 は行政 の中 で 最も市 民の 中で 身近な 団体 であり 、最 も小

さな 自治 の原点 の組 織 であり ます 。市 は多く のこ とをこ の自 治会

にお 願い してき て、 自 治会も これ に応 えてま いり ました 。し かし

多く のこ とを求 めて き たため に、 連合 自治会 から 離脱す る自 治会

や、 中に はその 機能 自 体の形 骸化 やコ ロナで 会合 が減っ て元 気を

なく して いる自 治会 も たくさ んあ るよ うに思 いま す。自 治会 組織

は市 を構 成する 上で 非 常に重 要な 団体 であり 、高 齢者、 大人 から

子ど もま でが属 する 住 民にも より どこ ろの貴 重な 組織で あり ます。

組織 率が 年々減 少す る 中で、 そし てコ ロナ禍 で活 動が減 って その

まま にな ってい る自 治 会に、 他都 市で もされ てい る自治 会の 支援

を行 うこ とは、 自治 会 が元気 にな り、 より活 性化 すれば 、米 子市

も元 気に なり、 楽し い まちに なる はず です。 現在 の自治 会に 課さ

れて いる 現状や 問題 点 を明ら かに しっ かりと 支援 するこ とで 、自

治会 も住 民も生 きが い や楽し さを さら に生み 、市 長の言 う住 んで

楽し いま ちにさ らに な ってい くこ とで しょう 。今 後この 自治 会と

いう 組織 を生か すも 殺 すも、 私は 行政 にかか って いると 言わ ざる

を得 ませ ん。真 剣に 自 治会に 起こ って いる現 状や 問題に 向き 合い、

整理 し、 これを 今後 解 消や支 援に 向か ってい こう とする のか しな



いのか、市長にお伺いしたいと思います。

次に、子育て支援政策についてお聞きしたいと思います。

先 日、 市民が スー パ ーで計 算機 を手 に取り 、立 ち止ま り、 数字

をた たく 女性を 連続 で 数回見 まし た。 ここ１ 年間 で見な かっ た光

景で あり ます。 それ だ けに、 物価 高騰 による 家計 のやり くり に苦

慮し てい る人が 増え て いると 思い ます 。その 中に ある子 育て 資金

につ いて も同じ よう に 思いま す。 可処 分所得 の低 いとさ れる 子育

て世 帯に どのよ うな 支 援をす るか にも よりま すが 、米子 市く らい

にな ると 財政的 支援 と なると 、あ る程 度の資 金は 必要と なり ます。

しか し、 子育て 支援 は まちの 特色 とな りつつ あり 、単に 国や 県の

支援 だけ 待って いて は 、他の 自治 体と 同じで あり 、国の 支援 で小

学校 給食 の無償 化と い うか、 かな りの 程度の 減額 は実現 され るこ

とと なり ますが 、子 育 て世帯 の支 援の ために これ で十分 だと は考

えず に、 絶えず 要望 な どを精 査し 、次 のさら なる 支援を 検討 して

いく こと は、市 の将 来 にとっ ては 必要 不可欠 であ ると考 えま す。

子育 て支 援を望 む子 育 て世帯 のニ ーズ をどの よう に市は 把握 し、

どのように対応してきたのかお伺いいたします。

次に、給食無償化と質の担保についてお伺いします。

政 府は 学校給 食の 無 償化に 向け た方 針を示 され ており ます が、

学校 給食 法第１ １条 に 定める 保護 者負 担の原 則は 維持さ れた まま

とな って います 。こ れ は、無 償化 に伴 う財政 責任 の所在 を不 明確

にし 、自 治体の 裁量 に 委ねる 構造 であ ると考 えま す。実 際当 初予

算に おい ては、 小学 校 で４６ 円の 保護 者負担 が生 じるこ とに なっ

ています。

給 食の 無償化 は、 子 育て世 代の 家計 支援と いう 点でも 、事 務負



担軽 減と いう点 でも 実 施が望 まし い施 策です が、 保護者 負担 が残

れば 事務 負担軽 減の 効 果は薄 れま す。 本市と して 保護者 負担 分に

つい て独 自に財 政支 援 を行い 、完 全無 償化に 向か う考え があ るの

か、 また ふるさ と納 税 による 寄附 であ る、が いな よなご 応援 基金

をそ の財 源とし て活 用 する考 えが ある のか、 市長 の見解 をお 伺い

いたします。

さ らに 、物価 高騰 な どの外 的要 因に より、 当初 設定し た１ 食当

たり の栄 養基準 や食 材 の質が 維持 でき なくな るリ スクに 対し 、ど

のよ うな 機動的 な予 算 措置の 仕組 みを 想定し てい るのか お伺 いい

たします。

次 に、 若者や 女性 に 選ばれ るま ちづ くりに つい てお伺 いい たし

ます。

若 年層 の地方 から の 流入を 把握 する 指標の 一つ に、若 者回 復率

があ りま す。こ れは 地 方から 都市 部へ 流出し た若 者がど の程 度地

元に 戻っ てきた か、 あ るいは 新た に転 入した かを 示す指 標で あり、

地方創生や人口動態分析の文脈で用いられています。

そ こで 、本市 にお け る若者 回復 率の 男女別 の推 移はど のよ うに

なっ てい るのか お伺 い いたし ます 。ま た、若 者回 復率を 高め るこ

とについて、市長の見解をお聞きいたします。

さ らに 、若者 や女 性 に選ば れる 地域 となる ため には、 男女 とも

に働 きや すい職 場環 境 の整備 が重 要で あると 考え ます。 本市 にお

ける 女性 職員の ヘル ス ケア対 策の 現状 と、市 役所 にとど まら ず、

市内 事業 所へと 取組 を 広げて いく こと の重要 性に ついて の市 長の

考えをお伺いいたします。

次 に、 プレコ ンセ プ ション ケア の推 進と実 施状 況につ いて お聞



きいたします。

将 来の 妊娠・ 出産 に 備えた 健康 づく り、い わゆ るプレ コン セプ

ショ ンケ アにつ いて お 伺いい たし ます 。国は この プレコ ンセ プシ

ョン ケア を推進 して お り、成 育医 療等 基本方 針で は、男 女と もに

性や 妊娠 に関す る正 し い知識 を身 につ け、健 康管 理を行 うこ とと

定義 され ており ます 。 若い世 代の 健康 を維持 し、 疾病を 予防 する

とい う観 点から も重 要 な健康 対策 と考 えます 。本 市にお ける プレ

コン セプ ション ケア に 対する 基本 的な 考え方 と現 在の実 施状 況、

併せてその課題について見解をお伺いいたします。

ま た、 男女と もに 性 や妊娠 に関 する 正しい 知識 を身に つけ るた

めに は、 幼少期 から 学 齢期に かけ ての 包括的 な性 教育が 必要 と考

えま すが 、本市 にお け る包括 的性 教育 の現状 と課 題につ いて 見解

を伺います。

次 に、 慢性腎 臓病 （ ＣＫＤ ）対 策の 現状と 有効 性の向 上に つい

てお伺いいたします。

本 市の 国民健 康保 険 第３期 デー タヘ ルス計 画に よりま すと 、外

来医 療に おける 被保 険 者１人 当た りの 医療費 の上 位に腎 不全 が位

置し てお ります 。腎 不 全、す なわ ち慢 性腎臓 病は 、食事 や水 分摂

取な ど日 常生活 の配 慮 が必要 であ る一 方、自 覚症 状に乏 しく 、予

防意 識が 高まり にく い 疾患で す。 医療 費の適 正化 という 観点 から

も、 また 市民一 人一 人 の生活 の質 を高 めると いう 観点か らも 、慢

性腎臓病の予防は重要な施策であると考えます。

そ こで 、本市 にお け る慢性 腎臓 病対 策の現 状の 課題に つい て、

市長 の御 所見を お伺 い いたし ます 。ま た、今 後さ らに施 設の 有効

性を 高め るため に、 ど のよう な対 応が 必要で ある とお考 えか 、現



時点での見解をお示しください。

次に、中国電力からの財源措置についてお伺いいたします。

鳥 取県 と中国 電力 間 で昨年 １２ 月に 締結さ れた 島根原 子力 発電

所に 係る 原子力 防災 に 関する 財源 協力 協定に より 、市は 県を 経由

して 中国 電力か ら新 た に 4,０ ０ ０ 万 円 交 付 さ れ る こ と に な り ま し

た。 この 協力協 定の 前 文には 、次 のよ うにあ りま す。島 根原 子力

発電 所に 係る原 子力 防 災を実 施す るた めに要 する 経費の うち 、国

の財 源措 置が得 られ な い一部 を島 根原 子力発 電所 の設置 者で ある

中国 電力 が負担 する こ とにつ いて 、次 のとお り締 結する 。ま た、

市に は米 子市原 子力 防 災対策 基金 条例 があり 、第 ２条に は、 島根

原子 力発 電所に 係る 原 子力防 災対 策の 実施に 要す る費用 に充 てる

ため 、米 子市原 子力 防 災対策 基金 を設 置する とあ ります 。中 国電

力の 財源 協力の 趣旨 及 び市の 原子 力防 災対策 条例 の目的 に従 い、

この 4,０ ０ ０ 万 円 は 基 金 に 積 み 立 て ら れ た 上 で運 用され るべ きも

のであると考えますが、見解をお伺いいたします。

次に、プルサーマル発電についてお伺いします。

中 国電 力は今 年２ 月 １２日 、一 自治 体であ る松 江市に ２０ ２９

年度 を想 定し、 島根 原 発２号 機で プル サーマ ル発 電を実 施す ると

説明 され ました 。プ ル サーマ ル発 電実 施につ いて は、中 国電 力は

安全 協定 に基づ き、 島 根県と 松江 市に 事前了 解願 を提出 し、 それ

を受 けて ２００ ９年 両 者は事 前了 解し た経緯 がご ざいま す。 当時

は、 市は 中国電 力と は 安全協 定を 結ん でいな かっ たため 、こ の手

続に 関し ては全 く蚊 帳 の外で あり まし た。そ の後 、市は ２０ １１

年１ ２月 に中国 電力 と 安全協 定を 結び 、安全 協定 の運用 につ きま

して は、 立地自 治体 と 貴市と 同様 の対 応を行 って まいり ます との



文書 を得 ており ます 。 市は２ ０２ ２年 ３月、 島根 原発２ 号機 の稼

働に 合意 をしま した が 、その 合意 の中 にはプ ルサ ーマル 発電 の実

施ま では 含んで いな い と明言 して おり ます。 それ にもか かわ らず、

この たび の中国 電力 の 行動は 、市 との 安全協 定を 無視す るも ので、

信頼関係をないがしろにするものであると考えます。

同 様な 立場で ある 平 井鳥取 県知 事は 、中国 電力 に対し て断 固拒

否す る、 プルサ ーマ ル 発電に 関し て中 国電力 から の説明 は一 切な

い、 安全 協定に 基づ く 中国電 力の 説明 が必要 であ るとの 見解 を表

明さ れま した。 これ に 対して 新聞 報道 による と、 伊木市 長は 驚い

てい ると いうこ との み であっ たと 認識 してお りま す。こ の違 いは、

後の 中国 電力の 対応 に 差が出 てま いり ます。 中国 電力は 県に 出向

いて 謝罪 いたし まし た が、市 に対 して は何の 音沙 汰もな いよ うに

思い ます 。県と 市は そ れぞれ 独立 した 自治体 であ り、い わゆ る上

下関 係も ない。 むし ろ 原発問 題に 関し ては、 ３０ キロ圏 域に 位置

する 米子 市、当 市こ そ 当事者 であ るこ とをぜ ひ市 長は認 識し てい

ただきたいものです。

こ のた びの中 国電 力 のプル サー マル 発電に 関し ての対 応に つい

て、 平井 知事は 、鳥 取 県側は 中国 電力 からこ れま での安 全協 定に

基づ く説 明は一 切受 け ていな い、 中国 電力は 安全 協定に 基づ いて

説明 をす べきで ある と の認識 を示 して いるが 、市 長も同 じ御 見解

かどうかをお聞きいたします。

ま た、 プルサ ーマ ル 発電に 関し ては 、以下 市の 認識を 問い たい

と思 いま す。１ 、そ も そもプ ルサ ーマ ル発電 とは どのよ うな もの

であ るか 。２、 その 必 要性を どう 認識 してい るの か。３ 、そ の実

施に 当た っての 課題 は 何であ ると 認識 してい るの か。４ 、プ ルサ



ーマ ル発 電を実 施す る ことは 市に とっ てどの よう なメリ ット があ

るの か。 また、 中国 電 力は１ 月１ ５日 の自治 体向 け説明 会で 、島

根２ 号機 でのプ ルサ ー マル発 電の ＭＯ Ｘ燃料 を中 部電力 浜岡 原発

で使 用す る予定 であ っ たもの を譲 り受 けて使 用す るとの 説明 があ

りま した 。これ は中 部 電力が 浜岡 原発 の審査 にお いて不 正行 為を

行っ た結 果、浜 岡原 発 の稼働 その もの 、した がっ て浜岡 原発 での

プル サー マル発 電の 実 施は見 込み がな くなっ たこ とによ るも ので

あり ます 。この こと は 島根原 発２ 号機 に関し て無 縁でな いの で、

以下のことを申し伝えておきます。

２ ０２ ６年１ 月５ 日 、中部 電力 が浜 岡原発 の新 規制基 準適 合性

審査 にお いて、 耐震 設 計の目 安と なる 想定す る揺 れ、い わゆ る基

準地 震動 を意図 的に 過 小評価 して いる 疑いが ある ことが 明ら かに

なり まし た。こ の中 部 電力の 不正 に対 して、 原子 力規制 委員 会の

山中 委員 長は、 これ を 原子力 規制 に対 する暴 挙、 原子力 安全 を破

壊す るも のであ ると 断 じまし た。 浜岡 原発で の審 査で不 正が 行わ

れた もの であれ ば、 他 の原発 でも 同様 の不正 がな かった とは 言い

切れ ませ ん。し かし 、 山中委 員長 はこ のよう な指 摘に対 し、 １月

７日 の定 例記者 会見 で 、他の 事業 者に つきま して は、審 査・ 検査

の中 で、 類似し た不 正 の兆候 は見 いだ されて おり ません し、 何か

この 事案 を受け て水 平 展開す るつ もり はござ いま せんと 述べ てお

りま す。 今回の 浜岡 原 発での 不正 は、 外部か らの 情報提 供、 すな

わち 公益 通報に よっ て 初めて 発覚 した もので あり 、規制 委員 会が

自ら 不正 の兆候 を感 じ 、見抜 いた もの ではあ りま せん。 この 発言

は、 公益 通報が ある ま で不正 の兆 候を 見抜け なか ったと いう 原子

力規 制委 員会の 落ち 度 を認め ない もの であり 、あ たかも 不正 の兆



候を 適切 に把握 でき る かのよ うな 虚構 の上に 立っ た発言 とし か思

えません。

こ のよ うな審 査で 合 格した 稼働 中の 島根原 発２ 号機に 関し て、

安全 性が 完全に 担保 さ れてい ると は言 い切れ ませ ん。ま して やプ

ルサ ーマ ル発電 の実 施 の可否 の判 断に 関して は、 原子力 規制 委員

会が 原子 力発電 所を は じめ、 全て の原 発の新 規制 基準適 合性 審査

にお いて 同様の 不正 が なかっ たか どう かの調 査を するこ とが まず

大事であるのかと考えております。

以 上、 壇上で の質 問 といた しま して 、市長 の答 弁を受 けま して

連質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長（登 壇） よなご ・未 来、 国頭議 員か らの代 表質 問に

対し まし て、私 が所 管 する部 分に つい ての答 弁を させて いた だき

ます。

最 初に 、財政 運営 に ついて のお 尋ね でござ いま す。収 支均 衡の

確保 につ いてで ござ い ますが 、本 市に おきま して は少子 高齢 化や

人口 減少 の進展 など を 考慮い たし まし ても、 当面 の間は 税収 の見

通し は堅 調に推 移す る ものと 考え てお ります 。そ の上で 今後 の財

政運 営に つきま して は 、限ら れた 財源 を有効 に活 用し、 将来 にわ

たっ て安 心でき る地 域 社会の 基盤 整備 や、特 に教 育・子 育て 支援

の充 実に 資する 施策 を 迅速に 進め るこ とで、 人口 減少社 会に おい

ても 地域 の活力 を維 持 し、将 来に わた って税 収を 持続的 に確 保し

ていくことが重要であると考えております。

ま た、 米子市 次世 代 進化プ ラン 、こ れは第 ５次 米子市 行財 政改



革大 綱に なりま すが 、 これに 基づ きま して、 ＢＰ ＲやＤ Ｘな どに

よる 業務 の効率 化や 事 務事業 の見 直し による 選択 と集中 の徹 底を

行い まし て、ま た公 共 施設等 総合 管理 計画の 推進 を図る こと で、

改め て地 方自治 体の 基 本原則 であ りま す最小 の経 費で最 大の 効果

を上 げる こと、 これ を もって 本市 の発 展と財 政の 健全性 の両 立を

図ることを目指しております。

次 に、 公共施 設等 総 合管理 計画 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

この 計画 におき まし て は、公 共施 設等 の維持 ・更 新に要 する 費用

の見 込み と、本 市の 投 資可能 な金 額の 推計を 明ら かにし た上 で、

スク ラッ プ・ア ンド ・ ビルド の必 要性 を示し てお りまし て、 各施

設の 具体 的な廃 止時 期 などを 示す もの ではあ りま せんが 、公 共施

設の 総量 抑制と 行政 ニ ーズへ の対 応の 双方の バラ ンスを 取り なが

ら計画を進めているところでございます。

な お、 現時点 で廃 止 に至っ ては おり ません が、 例えば 庁舎 関係

にお きま しては 、旧 庁 舎新館 や第 ２庁 舎、学 校関 係の施 設に おき

まし ては 、義務 教育 学 校の新 設に 伴い ます既 存の 小中学 校の 廃止

の方 針が 決まっ てお り まして 、こ れら の取組 を積 み重ね 、削 減目

標に取り組んでまいります。

続 きま して、 米子 － 境港間 高規 格道 路の現 状と メリッ ト、 デメ

リッ トに ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。現在 、計 画段階 評価 に入

って おり まして 、国 か ら３つ のル ート 帯案が 示さ れ、そ れに 基づ

くア ンケ ート調 査や オ ープン ハウ スが 実施さ れて きまし た。 これ

らを 踏ま えて、 今後 １ つの概 略ル ート 帯が示 され る予定 とな って

おります。

メ リッ トにつ いて の 御質問 です が、 これは 必要 性と言 った ほう



が適 切な 表現か と思 い ます。 重要 港湾 ・境港 の弱 点であ りま す陸

路の 脆弱 性を補 い、 国 道４３ １号 線な どの渋 滞緩 和をは じめ 、産

業や 物流 の活性 化、 救 急医療 機関 への 速達性 の向 上、大 規模 災害

時の 緊急 避難路 や輸 送 路とし ての 機能 確保、 さら には中 海・ 宍道

湖圏 域の ネット ワー ク の強化 のた めに 必要と され ている とこ ろで

ござ いま す。一 方で 、 どのル ート であ りまし ても 本市の 市街 地を

通り ます ことか ら、 ル ート上 の物 件へ の影響 やル ートに よっ ては

自然 環境 に与え る影 響 などが 懸念 され ている とこ ろでご ざい ます。

いず れに いたし まし て も、本 市の まち づくり を進 める上 で極 めて

重要 な道 路であ ると 認 識して おり まし て、こ の道 路と連 動し たま

ちづくりを総合的に推進することが必要と考えております。

続 きま して、 駅前 通 りの３ 車線 化の 実証実 験に ついて 、関 係機

関な どか らの意 見や 本 市が把 握し てい る課題 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。道 路管 理 者の鳥 取県 から は、実 証実 験に積 極的 に関

わっ てい くとい うこ と ですと か、 ある いは安 全確 保を最 優先 に実

験を 行っ てほし いと い うこと を言 われ ており ます ととも に、 緊急

輸送 路や 原子力 災害 時 の避難 経路 とし て設定 され ている こと も考

慮し つつ 、実証 実験 の 結果を 踏ま えて 、米子 市と ともに 駅前 通り

の道 路空 間と歩 道空 間 の在り 方検 討を 進めた いな どの意 見を 伺っ

てお りま す。ま た、 様 々な機 会を 通じ て広く 意見 をいた だく よう

に努 めて おりま して 、 先日開 催し まし た歩い て楽 しいま ちづ くり

セミ ナー におき まし て は、参 加さ れた 沿道事 業者 の方々 から は、

歩行 空間 拡大を ビジ ネ スチャ ンス とし て捉え たい という 御意 見で

すと か、 店先の 空間 の 利活用 につ いて 検討し てみ たいな どの お声

もい ただ いたと ころ で ござい ます 。一 方で、 昨年 度実施 をし た実



証実 験に つきま して は 、市民 から は、 交通安 全や 交通渋 滞に 係る

懸念 の声 のほか 、沿 道 事業者 等へ のさ らなる 周知 や理解 促進 が必

要で ある という 御意 見 もいた だい てご ざいま す。 これら の御 意見

につ きま しては 本市 と しても 課題 と認 識して おり まして 、い ずれ

も改 善を 図りな がら 現 在の実 証実 験に 挑んで いる ところ でご ざい

ます。

ま た、 歩行空 間を 拡 大した 場合 の予 算額に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。予算 の概 算 につき まし ては 他市の 事例 は収集 して おり

ます が、 本市に おき ま しては 現在 のと ころ、 駅前 通りの 歩行 空間

拡大 に向 けた具 体的 な 将来イ メー ジを つくり 上げ るため に実 証実

験を 重ね ている 段階 で ござい ます ので 、道路 構造 や延長 、整 備に

要す る経 費など の事 業 概要を お示 しす る段階 には ござい ませ ん。

まず はこ のたび の実 証 実験の 結果 を踏 まえま して 、道路 管理 者な

ど関 係者 ととも に、 駅 前通り の歩 行空 間と道 路空 間の在 り方 に係

る具体的な検証や調査を行っていきたいと考えております。

ま た、 ３車線 化の 狙 いにつ いて の御 質問で ござ います が、 これ

は歩 行者 に優し いま ち づくり を進 める ために 行う 実証実 験で ござ

いま す。 ３車線 化の 狙 いでご ざい ます 。これ につ いて交 通渋 滞を

心配 され ている 方の 声 は聞い てお りま すが、 一方 で、高 齢化 社会

を迎 えま して免 許の 返 納をさ れる 方も 今増え てい らっし ゃい ます。

この まち で安心 して 住 み続け てい ただ くため にも 、車中 心か ら徒

歩と 公共 交通で も移 動 できる まち づく りを推 進し ていく ため に、

この たび の３車 線化 、 そして その 実証 実験を 行っ ている とい うと

ころでございます。

続 きま して、 支線 と なる交 通の 維持 ・充実 につ いての お尋 ねで



ござ いま す。本 市に お きまし ては 、米 子市地 域公 共交通 計画 に基

づき まし て、路 線バ ス を補完 する コミ ュニテ ィバ スの導 入を 順次

進め てお ります 。例 え ば、弓 浜地 区の よねぎ ーバ スの左 右両 回り

での 本格 運行を 本年 ４ 月から 開始 いた します とと もに、 箕蚊 屋地

区に おけ る「み のり ん バス」 の実 証運 行を継 続し 、本格 運行 に向

けた 検討 を進め てお り ます。 また 、南 部地区 にお きまし ても 、コ

ミュ ニテ ィバス の導 入 に向け た具 体的 な検討 を進 めてお りま すほ

か、 淀江 地区の 「ど ん ぐりコ ロコ ロ」 につき まし ては、 観光 利用

の視 点も 含めて 利用 促 進を図 って いく ことと して おりま す。 この

よう に、 市民の 皆さ ん が身近 に公 共バ スを利 用し やすい 環境 を一

つ一 つ着 実に整 えて い きます こと で、 公共バ スの 利便性 向上 、ひ

いては路線維持につなげたいと考えております。

路 線バ スのい わゆ る 赤字補 填に つい てでご ざい ますが 、市 民生

活に とっ て重要 な路 線 バスは 、多 くの 路線で 運行 費用が 運行 収入

を超 過し ており まし て 、人口 減少 や物 価高騰 が進 む中、 交通 事業

者の 自助 努力だ けで は 路線維 持が 困難 な状況 とな ってお りま す。

そこ で、 国や県 の支 援 スキー ムを 利用 しまし て、 本市と しま して

も市 民の 暮らし を守 る 観点で 、運 行経 費の支 援を 行って いる もの

でご ざい ます。 一方 、 本市と しま して 過度な 行政 負担と なら ない

よう 、運 賃無料 ＤＡ Ｙ や全路 線バ スへ のＩＣ ＯＣ Ａの導 入な ど利

用促 進を 図って きた と ころで ござ いま して、 コロ ナ禍で 落ち 込ん

だバ ス利 用者数 も年 々 回復傾 向に ござ います 。今 後につ きま して

も、 例え ばバス 路線 の 乗り継 ぎを 分か りやす く案 内する マッ プの

作成など、さらなる利用促進を図っていくことといたします。

ま た、 せんだ って 高 市総理 大臣 の施 政方針 演説 の中で も、 地域



交通 の維 持が盛 り込 ま れたと ころ でご ざいま す。 自動運 転バ スの

実装 など 運転士 不足 解 消に資 する 対策 も含め まし て、地 域に おけ

る公 共交 通の維 持に 向 けたさ らな る国 の関与 や支 援強化 につ いて

も併せて求めていくことといたします。

近 隣市 町村と の公 共 交通の 共同 運営 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。本 市の地 域公 共 交通計 画に 広域 連携に よる 公共交 通の 活性

化を 施策 の柱に 位置 づ けまし て、 近隣 自治体 と連 携した 施策 の検

討・ 推進 を図る こと と してお りま す。 これま で、 「どん ぐり コロ

コロ 」や 安来市 の「 イ エロー バス 」な どコミ ュニ ティバ スの 広域

的な 乗り 入れを 行っ た ほか、 ３月 ２１ 日には 、県 及び県 内全 市町

村と 連携 をしま して 、 全ての 路線 バス でＩＣ カー ド・Ｉ ＣＯ ＣＡ

が運 用開 始され るこ と となり まし た。 また、 今年 度、境 港市 や鳥

取県 とと もに、 ＪＲ 境 線を中 核と した 公共交 通ネ ットワ ーク 強化

研究 会を 設立し たと こ ろであ りま して 、ＪＲ 境線 の利用 促進 と併

せ、 公共 バスな どを 組 み合わ せな がら 沿線エ リア 全体で 公共 交通

ネッ トワ ークの 機能 向 上が図 られ るよ う、各 種検 討を進 めて おり

ます 。こ のよう な取 組 を含め まし て、 今後と も広 域的視 点を 持っ

て、 利便 性が高 くか つ 持続可 能な 公共 交通ネ ット ワーク を構 築し

ていきたいと考えております。

続 きま して、 市役 所 本庁舎 借地 解消 につい てお 尋ねで ござ いま

すが 、地 権者と の協 議 につい てで ござ います 。現 在交渉 中の ため

詳細 を報 告でき る状 況 にはご ざい ませ んが、 具体 的な契 約内 容に

つい て、 手戻り がな い ように 一つ 一つ 丁寧に 調整 を行っ てい ると

ころ でご ざいま す。 買 取り手 法に つい てのリ スク の検証 につ いて

でご ざい ますが 、等 価 交換を 含む 手法 につき まし ては、 法律 の専



門家 を交 えまし て一 つ 一つ確 認を 行い ながら 検証 を行っ てお りま

す。 また 、今後 のス ケ ジュー ルに つき まして は、 私たち とし てで

きる 最大 限の努 力を し ている 最中 とい うこと であ ること 以外 、相

手の ある ことで ござ い ますの で現 時点 での具 体的 なスケ ジュ ール

についての答弁は控えさせていただきます。

続 きま して、 米子 駅 前ショ ッピ ング センタ ーの 在り方 につ いて

でご ざい ます。 今後 の 検討の 進め 方に ついて でご ざいま すが 、本

施設 につ きまし ては 、 米子駅 周辺 の活 性化に 不可 欠な商 業施 設で

あり ます ことか ら、 米 子市開 発公 社と ともに 、適 切な維 持管 理を

継続 しつ つ、今 後こ の エリア にふ さわ しい商 業施 設の在 り方 につ

いて 、公 社やイ オン リ テール 株式 会社 などの 関係 者と一 緒に なっ

て検討を始めたいと考えております。

現 在の 状況の 評価 で ござい ます が、 駅前の 立地 を生か して 、地

域住 民は もとよ り、 イ ンバウ ンド を含 めた観 光客 など、 一定 の利

用が 維持 されて いる も のと認 識を して おりま す。 また、 市の 施策

や各 種イ ベント との 連 携にも 御協 力を いただ いて いると ころ でご

ざい ます 。こう した 状 況が継 続し ます よう、 引き 続き開 発公 社と

連携 をし ながら 、駅 周 辺エリ アの 活性 化に取 り組 んでま いり ます。

続 きま して、 湊山 公 園のリ ニュ ーア ル事業 の中 で、猿 が島 につ

いて 存廃 を含め た今 後 の方向 性に つい てのお 尋ね でござ いま す。

猿が 島に つきま して は 、現在 若い 猿も おりま すこ とから 直ち に廃

止は 不可 能と考 えて お ります 。ワ ーク ショッ プに おきま して も、

ラン ドマ ークと して の 活用を 求め る御 意見を いた だいて おり まし

て、 当面 は湊山 公園 の 一つの シン ボル として 維持 管理を して まい

りま す。 猿舎の 老朽 化 や頭数 管理 など の飼養 環境 の課題 につ きま



して は、 適宜施 設の 修 繕や譲 渡に より 対応し てき たとこ ろで ござ

いま すが 、他の 類似 施 設の状 況や 専門 家など の意 見を参 考に しな

がら 適正 な飼養 に努 め てまい りま す。 長期的 な猿 舎の在 り方 につ

きま して も、猿 舎が 設 置され た過 去の 経緯や 猿舎 の活用 を望 む声

を踏 まえ るとと もに 、 動物福 祉の 観点 なども 総合 的に勘 案し なが

ら検討を進めてまいります。

続 きま して、 指定 管 理者制 度に つい てでご ざい ます。 非公 募型

の例 外規 定につ いて の お尋ね でご ざい ますが 、本 市にお ける 指定

管理 者の 選定は 、公 募 を原則 とし てお ります 。公 募によ らな い指

定は 施設 の設置 目的 を 効果的 に達 成す るため に必 要な場 合に 限り、

施設 の特 性など を踏 ま えて個 別に 判断 するも ので ありま して 、一

律に例外規定を設ける考えはございません。

ま た、 指定管 理者 か らの再 々委 託に ついて でご ざいま すが 、施

設管 理に おいて 専門 性 を必要 とす る一 部の業 務を さらに 委託 する

こと は想 定され るも の であり ます ので 、引き 続き 施設所 管課 にお

いて 施設 の管理 体制 の 把握を 徹底 する ことに より まして 、サ ービ

スの品質や安全性を担保することが重要と考えております。

ま た、 整理し た資 料 あるい はマ ニュ アルの 公開 につい ての お尋

ねで ござ います が、 指 定管理 者制 度の 概要や 選定 方法に つき まし

ては 、既 にホー ムペ ー ジなど で周 知を してお り、 広く市 民に 周知

をし てお ります 。施 設 所管課 向け の事 務の手 引に つきま して は、

内部 向け の事務 手続 に 係る内 容で すの で、こ れを 公開す る考 えは

ござ いま せん。 指定 管 理者制 度に つき まして は引 き続き 透明 性を

持って運用をしてまいります。

続 きま して、 中央 公 民館の 在り 方に ついて でご ざいま すが 、中



央公 民館 は社会 教育 法 に規定 され る公 民館運 営審 議会を 設置 ・運

営す るな ど、他 の地 区 公民館 の活 動に 係る総 合調 整業務 を所 掌し

てお りま す。こ のた め 、地域 振興 課長 が中央 公民 館長を 兼ね てお

りま して 、地区 公民 館 とは一 定の 独立 性を保 った 形で公 民館 運営

を行 って いるも ので ご ざいま す。 なお 、公民 館の 施設利 用の 在り

方に つき まして は、 全 館共通 の課 題で もあり ます ので、 横断 的な

視点で検討を進めていく考えでございます。

続 きま して、 観光 に つきま して 、ソ フトと ハー ドの両 面で の戦

略的 な観 光政策 の重 要 性につ いて のお 尋ねで ござ います 。ハ ード

面で は、 中海憩 いの テ ラス、 米子 城跡 の三の 丸広 場、皆 生温 泉海

岸遊 歩道 などの 整備 を 進めて おり まし て、そ れぞ れ来年 度の 完成

を見 込ん でおり ます 。 ソフト 面で は、 皆生温 泉の 旅館や 海遊 ビー

チ、 ダイ ヤモン ド大 山 やオレ ンジ ロー ドとい った 米子城 跡か らの

絶景 、さ ばしゃ ぶ、 牛 骨ラー メン 、４ ７５パ フェ などの 米子 グル

メと いっ た観光 資源 に ついて 、様 々な 媒体を 活用 した情 報発 信を

行い まし て観光 誘客 に 取り組 んで おり ます。 観光 客の受 入環 境整

備や 観光 資源の 磨き 上 げと情 報発 信を 戦略的 に行 うこと は重 要で

ござ いま して、 引き 続 き観光 地と して の魅力 を高 め、宿 泊や 飲食

などの観光消費の拡大に努めつなげてまいります。

続 きま して、 脱炭 素 先行地 域づ くり 事業に つい てでご ざい ます

が、 イン ターネ ット な どに掲 載さ れた 記事に つい ての見 解の お尋

ねで ござ います が、 法 令に基 づい て必 要な手 続を 踏んで 実施 して

おりますので、問題がないと考えております。

ま た、 太陽光 パネ ル と環境 保全 の関 係及び 市民 理解の 促進 方針

につ いて でござ いま す が、太 陽光 パネ ルの設 置に つきま して は、



法令 によ りまし て出 力 に応じ て環 境影 響への 事前 評価、 環境 アセ

スメ ント が求め られ て おりま す。 本市 におき まし ては関 係機 関と

連携 を図 りなが ら、 事 業者か らの 問合 せに対 して 法令を 遵守 する

よう 周知 をいた しま す ととも に、 今後 想定さ れて おりま す太 陽光

パネ ルの 廃棄問 題や リ サイク ルに つき まして も、 ホーム ペー ジや

ユー チュ ーブチ ャン ネ ルを活 用し て、 市民理 解の 促進を 図っ てい

きたいと考えております。

再 エネ 設置を 制限 す るゾー ニン グに つきま して ですが 、気 候や

産業 構造 、人口 など 自 然的・ 社会 的条 件を考 慮し たまち づく り全

体の 視点 が必要 であ り ますの で、 現時 点での 導入 は考え てお りま

せん 。ま た、本 設定 は 全国的 には 少数 でござ いま して、 鳥取 県内

にも 事例 がない 現状 で ござい ます 。本 市にお きま しては 、都 道府

県の 基準 を踏ま えた 上 で作成 する こと が適切 と考 えてお りま すの

で、 まず は、鳥 取県 や 他の自 治体 の動 向を注 視し て、必 要に 応じ

て慎重に検討すべきと捉えております。

続 きま して、 可燃 ご みの収 集体 制に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 ごみ 出し困 難な 方 への支 援事 業に ついて でご ざいま すが 、高

齢者 や障 がい者 など ご み出し が困 難な 方に対 しま しては 、分 かり

やす い簡 易版ご みの 分 け方ガ イド の作 成や配 付、 市有施 設・ 福祉

事業 者敷 地内へ の時 間 制約の ない ごみ ステー ショ ンの設 置、 ＮＰ

Ｏ法 人や ボラン ティ ア などの 団体 が行 うごみ 出し などの 生活 支援

サー ビス に対す る補 助 制度の ほか 、自 治会住 民に よるご み出 し支

援へ の補 助の実 証事 業 を行っ てお りま す。課 題と しまし ては 、自

治会 住民 やＮＰ Ｏ法 人 などが 行う ごみ 出し支 援へ の補助 につ きま

して、想定よりも利用が少ないことが挙げられております。



ご み出 し支援 事業 の 情報提 供に つい てでご ざい ますが 、ご み分

別収 集カ レンダ ーや 市 のホー ムペ ージ 、ごみ 資源 分別ア プリ 「さ

んあ ～る 」、よ なご み 通信な どを 通じ て行っ てお ります 。複 数の

部署 で行 ってお りま す 支援事 業を ホー ムペー ジ上 でリン クさ せた

り、 ごみ 分別収 集カ レ ンダー やよ なご み通信 でま とめて 案内 をす

るな ど、 様々な 媒体 や 手段を 使っ て、 より分 かり やすい 広報 を行

ってまいります。

戸 別収 集など の市 の 取組に つき まし ては、 ごみ 出しに 困っ てお

られ る市 民に対 しま し て、福 祉事 業者 や地域 の方 々と協 力を して、

現在 行っ ており ます 各 事業を 確実 に実 施しな がら 、庁内 部局 横断

プロ ジェ クトチ ーム に おいて 、さ らな る支援 施策 を検討 して まい

ります。

歩 道上 での折 り畳 み 式ネッ トボ ック スの利 用に ついて でご ざい

ます が、 設置に つき ま しては 、歩 行者 の安全 確保 が最優 先で あり

まし て、 通行幅 の確 保 や誘導 ブロ ック への配 慮が 不可欠 とな りま

すこ とか ら、現 在は 道 路占有 を認 めて いない とこ ろでご ざい ます。

しか しな がら、 カラ ス などの 鳥獣 によ るごみ の散 乱によ りま して、

管理 上好 ましく ない 状 態が確 認さ れた 場合に つき まして は、 安全

確保 を前 提に、 他の 自 治体の 事例 も参 考にし なが ら、関 係部 署で

協議し、設置について検討してまいります。

続 きま して、 自治 会 に対す る支 援や 活性化 策に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 まず 、 自治会 の課 題解 消や支 援に ついて でご ざい

ます が、 本市と いた し まして は、 自治 会が日 常生 活に最 も身 近な

住民 自ら が組織 する 団 体であ り、 本市 が目指 す一 人一人 が主 体と

なっ たま ちづく りを 推 進する 上で 欠か せない 存在 であり ます こと



から 、第 ２次ま ちづ く りビジ ョン に、 自治活 動の 持続性 確保 を計

画目 標に 掲げた とこ ろ でござ いま す。 これま で自 治会へ の加 入促

進運 動や 地域活 動支 援 員によ る活 動支 援のほ か、 市職員 の地 域貢

献の ため の休暇 制度 の 創設に よる 負担 軽減な ど、 各種取 組を 進め

てま いり ました 。一 方 、少子 高齢 化に 伴いま す自 治会役 員の 高齢

化や 成り 手不足 、地 域 住民の 自治 会活 動への 関心 低下な ど、 課題

も残 され ており ます 。 今議会 にお きま しては 、自 治会活 動の 効率

化を 図る ための デジ タ ル化促 進に 向け た事業 予算 も提案 させ てい

ただ いて いると ころ で ござい まし て、 引き続 き各 地域の 実情 をよ

く踏まえながら、自治会活動の持続性を確保してまいります。

続 きま して、 子育 て 世帯の ニー ズの 把握と 対応 につい てで ござ

いま す。 よなご っこ 未 来計画 の策 定に 当たり まし て、保 護者 アン

ケー トを 実施し てニ ー ズを把 握し まし たほか 、各 事業に おけ るア

ンケ ート の実施 や窓 口 での相 談業 務を 通じて 寄せ られる 声を 聞い

て施 策の 参考と して お ります 。こ れら の意見 を基 にしま して 、よ

なご っこ 未来計 画に お いて、 子育 てに 係る各 種サ ービス の供 給体

制の 確保 を計画 的に 進 めてお りま すほ か、保 護者 のニー ズの 高い

子育 て支 援セン ター の 土曜日 の開 所や 一時預 かり 事業の 拡充 など

のサ ービ スの充 実を 図 ってま いり まし た。今 後も 多様な 子育 て世

帯の ニー ズを機 会を 捉 えて酌 み取 りま して、 本市 の子育 て支 援策

のさらなる充実につなげてまいります。

続 きま して、 給食 無 償化に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、小

学校 の給 食費の 保護 者 負担の 完全 無償 化につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 無償化 には 恒 久的に 多額 の財 源を確 保す ること が必 要で

ござ いま すので 、現 時 点では 完全 無償 化を実 施す る考え はご ざい



ません。

財 源に がいな よな ご 応援基 金を 活用 する考 えに ついて でご ざい

ます が、 これに つい て も、現 在が いな よなご 応援 基金を 活用 して

の完全無償化を実施する考えはございません。

続 きま して、 若者 回 復率に つい ての お尋ね でご ざいま す。 まず、

本市 の男 女別の 推移 に ついて でご ざい ますが 、若 者回復 率と は兵

庫県 豊岡 市が提 唱し た 独自の 指標 であ りまし て、 同市で は１ ０代

の転 出超 過数に 対す る ２０代 の転 入超 過数の 比率 を指標 とし てお

られ ます 。この 考え を 当ては めま して 、本市 で２ ０１５ 年と ２０

２０ 年、 これは 直近 の 国勢調 査の 結果 でござ いま すけれ ども 、こ

れを 比較 した場 合、 男 性の回 復率 は約 ３分の ２程 度であ る一 方、

女性は２倍を超える高い水準となっております。

若 者回 復率を 高め る ことの 見解 につ いてで ござ います が、 将来

を担 う若 い世代 がで き るだけ 多く 地域 に定着 をす ること で、 本市

の魅 力的 かつ持 続力 の 高いま ちづ くり が実現 でき ると考 えて おり

まし て、 若者回 復率 は 若者の 定着 状況 を示す 一つ の参考 指標 とし

て認 識し ており ます 。 本市と いた しま しては 、こ れまで も若 い世

代の 定着 促進に 向け ま して、 企業 誘致 などに よる 雇用の 創出 に加

えま して 、子育 て支 援 や魅力 ある 職場 づくり など に取り 組ん でま

いり まし た。ま た、 こ のたび の令 和８ 年度当 初予 算編成 に当 たり

まし ても 、未来 への 投 資とし て、 教育 ・子育 て支 援分野 に重 点的

な配 分を 行った とこ ろ であり まし て、 引き続 き若 い世代 が米 子で

暮らしたいと思えるよう、全力を尽くしてまいります。

続 きま して、 本市 に おける 女性 職員 のヘル スケ ア対策 の現 状に

つい ての お尋ね でご ざ います 。令 和５ 年度に 女性 職員の 悩み を相



談で きる よう、 保健 師 による 相談 窓口 を開設 いた しまし たほ か、

令和 ６年 度から 生理 休 暇の通 称名 をヘ ルスケ ア休 暇とし まし て、

休暇 の取 得促進 につ な げるな ど、 女性 が元気 に輝 く米子 市役 所を

目指し様々な取組を進めているところでございます。

市 内事 業所へ の取 組 拡大に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、全

市的 に女 性が働 きや す い職場 づく りを 進めて いき ますこ とが 、地

域の 継続 的な発 展に つ ながる もの と考 えてお りま して、 これ まで

も市 民や 企業に 向け た 広報活 動の ほか 、講演 会な どを開 催し てき

たと ころ でござ いま し て、引 き続 き普 及や導 入支 援に取 り組 んで

まいります。

プ レコ ンセプ ショ ン ケアに つい ての お尋ね でご ざいま すが 、ま

ず基 本的 な考え につ き まして は、 性別 を問わ ず適 切な時 期に 性や

健康 につ いて正 しい 知 識や情 報を 持ち 、妊娠 や出 産を含 めた ライ

フデ ザイ ンや将 来を 考 えて、 健康 管理 を行う こと は重要 であ ると

認識 をし ており ます 。 次に、 実施 状況 でござ いま すが、 県と 連携

をし まし て広報 ・啓 発 を行い まし て、 また相 談内 容に応 じま した

性と 健康 の相談 セン タ ーや不 妊専 門相 談セン ター などの 専門 的な

相談 先の 情報提 供を 行 ってお りま す。 課題に つき まして は、 プレ

コン セプ ション ケア の 意味や 重要 性に ついて 、特 に若い 世代 にい

かに伝えていくかにあると認識をしております。

包 括的 性教育 の現 状 と課題 につ いて のお尋 ねで ござい ます が、

包括 的性 教育は 、発 達 段階に 応じ て幼 少期に おけ る各保 育施 設で

の指 導や 、学齢 期に お ける各 学校 での 指導に 加え まして 、各 家庭

にお ける 教育に より 行 われて いる もの と認識 して おりま す。 その

中で も家 庭が果 たす 役 割は大 きい もの と考え てお ります が、 包括



的性 教育 に対す る意 識 や取組 状況 は各 家庭で 様々 であり ます こと

から 、保 護者に 対し て いかに 適切 な情 報提供 を行 うかが 課題 と認

識しております。

続 きま して、 本市 に おける 慢性 腎臓 病対策 につ いてで ござ いま

す。 まず 、現状 でご ざ います が、 国保 の保健 事業 といた しま して、

定期 通院 者の中 で比 較 的軽度 の方 に対 して、 重症 化を防 ぐ目 的で

糖尿 病性 腎症重 症化 予 防事業 を実 施し ており ます 。米子 市国 保特

定健 診受 診者の 結果 か ら、軽 度の 腎機 能低下 が予 測され る方 を対

象に 、予 防を目 的と し た医師 の講 演会 を実施 して まいり まし た。

課題 につ きまし ては 、 糖尿病 性腎 症重 症化予 防事 業では 、事 業利

用者 数が 伸びて いな い こと、 慢性 腎臓 病の予 防意 識が十 分に 高ま

らな いこ となど が上 げ られま す。 施策 の有効 性を 高める ため の対

応で ござ います が、 市 民全体 を対 象と した腎 機能 低下予 防啓 発を

行い ます ととも に、 保 健指導 によ る対 象者本 人に 対する ダイ レク

トアプローチの継続がございます。

続 きま して、 中国 電 力によ りま す財 源協力 、こ れの運 用に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。こ の財 源に つきま して は、本 年度 実施

をい たし ました 原子 力 防災対 策に 資す る事業 に直 接充当 する こと

とし てお りまし て、 米 子市原 子力 防災 対策基 金に 積み立 てる こと

は考えておりません。

続 きま して、 中国 電 力のプ ルサ ーマ ル発電 に関 するお 尋ね でご

ざい ます が、安 全協 定 に基づ きま して 、中国 電力 は説明 する べき

と考 えて おりま して 、 これは 鳥取 県知 事と同 様の 見解で ござ いま

す。

プ ルサ ーマル 発電 は どのよ うな もの かとい うお 尋ねで ござ いま



すが 、こ れは使 用済 核 燃料を 再処 理を して取 り出 したプ ルト ニウ

ムを ウラ ンと混 合し 、 ウラン プル トニ ウム混 合酸 化物燃 料、 いわ

ゆる ＭＯ Ｘ燃料 とし て 原子力 発電 所で 再利用 して 発電す るこ とで

ござ いま す。こ の必 要 性につ いて でご ざいま すが 、これ につ いて

は国の責任において検討されたものと理解をしております。

ま た、 プルサ ーマ ル 発電の 課題 とメ リット につ いての お尋 ねで

ござ いま すが、 これ ら は国の 責任 にお いて検 討さ れるべ きも ので

あり まし て、本 市は 中 国電力 より 島根 原発に 関わ る具体 的な 説明

を受 けて いない 状況 で ござい ます ので 、現段 階で お答え する こと

はできません。以上でございます。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長（ 登壇 ） よな ご・ 未来 、国頭 議員 の代表 質問 の教

育委員会所管の部分につきましてお答えを申し上げます。

ま ず、 物価高 騰な ど により 、小 学校 給食の 栄養 基準や 食材 の質

の維 持が 困難と なる 場 合の予 算措 置に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 これ までと 同様 に 、適切 な学 校給 食費を 設定 しまし て、 給食

の栄 養面 や質を 確保 す るとと もに 、食 育の観 点か らも、 地域 の特

性を 生か した安 心・ 安 全で安 定し た学 校給食 を提 供でき るよ うに

していきたいと考えております。

な お、 学校給 食費 の 改定に 応じ た保 護者負 担の 軽減策 につ きま

して は、 物価の 動向 や 社会情 勢を 注視 しまし て、 適宜検 討し 、判

断することとしております。

次 に、 本市に おけ る 包括的 性教 育の 現状と 課題 につい てで ござ

いま すが 、学齢 期に お ける性 教育 は、 学習指 導要 領に基 づき まし

て、 小学 校は体 育科 の 保健領 域や 学級 活動で 、中 学校で は保 健体



育科 の保 健分野 や学 級 活動の 領域 で、 発達段 階に 応じた 指導 を行

って おり ます。 今後 も 学習指 導要 領に のっと りま して、 必要 に応

じて 外部 講師も 活用 し ながら 、児 童生 徒の実 態を 踏まえ た適 切な

指導に努めたいと考えております。以上でございます。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 （ 登壇） 会 派よ なご・ 未来 、国頭 議員 の代

表質 問に 対しま して 、 上下水 道局 所管 の部分 につ いてお 答え いた

します。

持 続可 能な上 下水 道 事業に つい ての 基本的 な考 え方に つい てで

ござ いま すが、 設備 の 維持管 理・ 更新 につき まし ては、 水道 事業

では アセ ットマ ネジ メ ント計 画、 下水 道事業 では ストッ クマ ネジ

メン ト計 画にそ れぞ れ 基づき 、中 長期 的視点 で今 後の老 朽化 の進

展状 況を 考慮し 、リ ス ク評価 など によ る優先 順位 づけを 行っ た上

で、 計画 的な調 査・ 更 新を行 うこ とに より、 施設 管理の 最適 化を

図っているところでございます。

ま た、 水道事 業に お きまし ては 、今 年度策 定い たしま した 水道

ビジ ョン では、 料金 改 定を令 和１ ０年 度に仮 置き をして おり ます

が、 改め て令和 ７年 度 の決算 状況 を踏 まえま して 、将来 見通 しの

ロー リン グを行 い、 必 要な投 資が でき るよう 財政 計画を 精査 して

いく 中で 、収支 バラ ン スを見 なが ら、 料金改 定の 必要性 を判 断し

ていくこととしております。

下 水道 事業に おき ま しては 、老 朽化 対策や 防災 ・減災 対策 など

各種 計画 に係る 事業 費 を見込 んだ 財政 見通し を踏 まえま して 、整

備計 画区 域の見 直し に よる建 設費 の適 正化や 、施 設の機 能集 約な

どに よる 経営の 合理 化 、上下 一体 とな った使 用料 の賦課 徴収 によ



る収 入の 確保な どに 取 り組ん でい るほ か、下 水道 事業運 営審 議会

では 、今 後の下 水道 使 用料の 適正 水準 につい て検 討を行 って おり、

年度内に答申をいただく予定としているところでございます。

上 下水 道事業 とも に 生活に 不可 欠な 重要な イン フラで ござ いま

す。 引き 続き投 資の 適 正化や 国の 有利 な財源 の活 用など 効率 的な

事業 運営 に取り 組み 、 事業の 持続 可能 性を高 めて まいり たい と考

えております。以上でございます。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 答 弁い た だきま した ので 、追加 で質 問させ てい ただ

きたいと思います。

ま ず最 初に、 米子 － 境港間 高規 格道 路につ いて お聞き した いと

思い ます 。昨年 の秋 に 、こう いっ た国 交省か らで しょう か、 各世

帯へ アン ケート が届 き まして 、回 答さ れたと 思い ます。 ４年 前に

も、 まだ ルート 等が 決 まって ない 、ぼ わっと した 段階の とこ ろで

アン ケー トを取 って お られる んで すけ ども、 その ときの 結果 の意

見集 約も ちょっ と載 っ ており ます 。賛 否両論 載っ ており ます 。３

ルー ト書 いてあ るん で すけど も、 特に 真ん中 のル ートな んか 、市

街地 をも う、米 子を 分 断する みた いな 真ん中 で通 ってお るん で、

すご いな と思っ てる ん ですけ ども 、そ のルー トが 今後出 され てき

て、 この ルート が出 て きたと きに 、そ このル ート の沿線 の人 は特

にあ れで すよね 、用 買 がかか った りし て、ま だそ れは先 なの かも

しれ ない ですけ ども 、 いろん な話 が出 てくる と思 います 。そ うい

った その ルート が決 ま ったと きに 、市 民は多 分い ろんな 意見 が出

てく ると 思いま す、 そ のとき にで すね 。そう いっ たとき に、 しっ

かり この ルート はど う なのか とか いう ところ を、 米子市 は、 もし



も反 対が あった とき に はこれ を言 って いく考 えが あるの かど うか、

お聞きしたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 反対の 意見 があ ったら とい うとこ ろで ござ

いま すけ れども 、現 在 ３ルー ト帯 が示 されて おる ところ でご ざい

ます 。国 や県と は、 そ れぞれ ルー トの メリッ ト、 デメリ ット 、こ

うい った ことは 認識 し ておる とこ ろで ござい ます 。今後 、反 対意

見と かい ろいろ ある と 思いま すけ ども 、地域 の声 をしっ かり 国に

対し て届 けてい きた い という こと で考 えてお ると ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 メ リッ ト につい ては 、や はり市 長も ちらっ と言 われ

まし たけ ど、境 港の 市 民の第 三次 救急 が米子 市に あるか らで あっ

たり 、そ れから 全体 を 含めた この 地域 の防災 のこ とであ った り、

それ から 運送上 の境 港 からの 運送 距離 が、こ れに 書いて ある んで

すけ ど、 一番全 国で 遠 いと、 イン ター から３ ０分 以上か かる とい

うよ うな デメリ ット を 解消す るた めと か、い ろい ろ書い てあ るん

です けど も、何 か米 子 に、境 港の メリ ットは 本当 に確か に大 きい

と思 うん ですけ ど、 米 子に対 して のメ リット は本 当にあ るの かど

うか疑問に思っております。

そ して 、その 中で 、 私の先 輩議 員が 前に、 これ がつい たと きに、

固定 資産 税、そ のル ー トが通 った とこ ろは、 用地 買収と 関わ って

移転 しま すわね 、移 転 します 。移 転し たらそ この ところ の固 定資

産税 は減 ってき ます よ ね、当 然。 なの で、大 分影 響があ るん じゃ

ない かっ ていう 話も あ りまし たけ ども 、これ につ いての 減収 等で



すね 、ル ートが 決ま ら ないと 分か らな いと思 いま すけど も、 そう

いっ た認 識等は 感じ て おられ るの かど うかお 聞き したい と思 いま

す。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現時点 で固 定資 産税の 影響 につい ては 検討

はし てお りませ ん。 し かしな がら 、本 道路が でき ること によ って

沿線 の土 地の価 格は 上 がる可 能性 は十 分ある と見 込まれ てお ると

ころ でご ざいま すの で 、減収 には なら ないと 考え ておる とこ ろで

ございます。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 部 長、 ち ょっと 楽観 的じ ゃない かな と思い ます 。高

速が でき れば、 全体 的 に上が るか もし れない んで すけど 、そ この

本当 にル ートを 通っ た 近辺の とこ ろは やっぱ り下 がる可 能性 もあ

ると いう ことだ と思 い ます。 本当 に全 部が上 がっ て、皆 ハッ ピー

とい うわ けでは ない と いうの が現 状だ と思い ます 。特に やっ ぱり

移転 を、 もしル ート に かかっ て移 転を すると いう ような 人は 、何

で私 が移 転せな あか ん だとい うこ とに なって くる と思い ます 。こ

れは 安倍 三柳線 でう ち の今自 治会 のと ころ通 って ますけ ど、 あそ

この ルー トでさ え今 で も反対 する 人は ねやっ ぱり います から 、そ

れは もう 膨大な 数に な ってく ると 思い ます。 そう いった こと も考

えていかないとと思います。

で は、 このル ート が 決まり まし た。 ちょっ とか ぶるか もし れま

せん けど も、い ろん な 意見を しっ かり とやっ ぱり 米子市 とし ては、

今後 もた だルー トが 出 ました んで 、あ あ、そ うで すか、 この ルー

トで すか って受 け入 れ ていく って いう のはお かし いと思 いま す。



それ はい ろんな 市民 か らの意 見が あっ たら、 しっ かりと これ は国

に言 って いかな いと い けない と思 いま すけど 、そ の辺り はし っか

り言っていくという考えはあるのかお聞きしたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ルート が出 た場 合でご ざい ますけ ども 、沿

線の 市民 の皆様 に対 し まして は、 道路 の重要 性に ついて 丁寧 に説

明し てい く考え でご ざ いまし て、 その 際とか いろ いろ意 見が 出た

場合 、地 域の声 をし っ かりと 国に 対し て届け てい きたい と考 えて

おるところでございます。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 私 は中 海 架橋論 者で して 、あっ ちの ほうが 私は 防災

にと って も経済 性に と っても 有用 じゃ ないか なと 思って ます んで、

一言 やっ ぱり米 子－ 境 港間高 規格 道路 の今後 の状 況につ いて 質問

させていただきました。以上でございます。

次 に、 湊山公 園の リ ニュー アル 事業 につい てお 聞きし たい と思

いま す。 これは 先日 の 都市経 済委 員会 でも多 くの 委員さ んが 発言

され てお りまし た。 存 廃も含 めた とい うこと もあ りまし たし 、や

っぱ りこ こにつ いて は 素通り して はい けない んじ ゃない かな とい

うの を思 ってお りま す 。改修 する など 、やっ ぱり 答弁で もさ れま

した けど 、猿が 島の 飼 育の環 境の 改善 は必要 だと 思いま すし 、そ

れか ら見 せ方で すね 、 見せる 工夫 って いうの が、 いろん な動 物園

でも あり ますけ ども 、 やっぱ りあ そこ が猿た ちに とって もハ ッピ

ーじ ゃな いとい けな い し、そ れか らそ れを見 に来 る市民 の人 だっ

たり 、県 外の人 もあ っ てもい いと 思い ます。 そう いった 人た ちに

も、 何か こう、 楽し い なとい うよ うな 、どっ ちに もいい よう なと



ころ にし ていく べき に は、や っぱ り見 せる環 境っ ていう のも 必要

じゃ ない かと思 いま す けども 、そ れに ついて お聞 きした いと 思い

ます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 猿が島 の飼 育環 境の改 善や 見せ方 の工 夫と

いう お尋 ねでご ざい ま した。 現在 猿が 木登り など の自然 本来 の行

動が でき るよう 、樹 木 を設置 する など 、可能 な範 囲で自 然に 近い

飼育 環境 の整備 や見 せ 方の工 夫な どの 取組を 行っ ており ます が、

ほか の類 似施設 の事 例 を参考 にす るな ど、よ り魅 力ある 施設 とな

るよう環境改善に取り組んでまいります。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 これ 、改 修は… …。 いいで す、 後で

聞きます。

こ れは ちょっ と通 告 にはな いん です けども 、こ れはリ ニュ ーア

ルを され る時期 って い うのは どの くら いの時 期っ ていう のは まだ

決まってないんですか。お聞きします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今現在 です が、 湊山公 園全 体のリ ニュ ーア

ルと いう ことの 基本 設 計とい うと ころ をして おる ところ でご ざい

まし て、 猿が島 につ い ては今 後検 討し ていく とい うこと で、 今時

期の ほう は申し 上げ ら れると きで はな いとい うと ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 答 弁で も あった よう に、 あそこ をラ ンドマ ーク って

いう か、 してや って も らいた いと 思い ますん で、 やっぱ りリ ニュ



ーア ルの 逆に核 にな る ぐらい して もら いたい なと 思いま す、 私は。

だか ら、 今のリ ニュ ー アル案 にで きれ ば入れ ても らいた いと 思い

ます んで 、これ はも う 重ねて 強く 、私 も多分 田村 議員も そう だと

思い ます けど、 言っ て おきた いと 思い ます。 そう いった 観光 とか

やは りそ ういう いろ ん なとこ ろに 資す るよう な施 設にぜ ひし てい

ただ きた いと思 って お ります んで 、動 物愛護 議員 連盟と して も一

つ早急なリニューアルをお願いしたいと思っております。

答 弁に もあっ たと 思 います けど も、 これは 猿が 島、長 期に 存続

させ ると いう方 向で 問 題ない のか 、今 のとこ ろは ですよ 。お 聞き

したいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 長期的 な猿 が島 の存続 につ きまし ては 、適

正な 頭数 管理を 行っ て いくこ とが 課題 である とい う認識 をし てお

りま して 、類似 施設 や 専門家 など の意 見を参 考に しなが ら、 持続

可能 な形 での存 続が 可 能かど うか 、検 討して いき たいと 存じ ます。

以上です。

○岡田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 早急 に検 討して いた だいて 、何 度も

言い ます けど、 リニ ュ ーアル と一 緒に してい ただ ければ と思 いま

す。

質 問は してな いん で すけど 、ち ょっ と答弁 で付 け加え させ て意

見を 言わ せてい ただ き たいと 思い ます 。給食 無償 化と子 育て 対策

につ いて も質問 させ て いただ きま した けども 、給 食、負 担が 残る

とい うこ とで、 維新 も 大分無 償化 言っ て全額 通っ たかな と思 った

んで すけ ど、負 担が 残 ったみ たい でし て、そ の点 は本当 残念 だな



と思 って おりま す。 そ ういっ た面 で、 完全無 償化 ってい うと こに

はな らな かった んで す けども 、や はり 子育て 世代 には負 担軽 減と

いう のは 必要だ と、 壇 上でも 言わ せて いただ きま したけ ど、 思っ

てお りま すんで 、さ ら なる負 担軽 減と いうこ とに ついて 、小 学校

の給 食だ けでな くて 、 ゼロ、 １、 ２の 保育料 であ ったり 、そ れか

ら、 中学 校給食 でも 構 わない と思 いま す。全 額で なくて も、 負担

軽減 とい うもの をち ょ っとで もし てい ただけ れば ありが たい 、そ

うい う工 夫も検 討、 財 源も要 りま すよ 。財源 は要 ります けど 、そ

れは 何か で本当 に考 え ていた だい て、 生み出 して いただ くと いう

ことは大変ですけど、お願いしたいと思います。

あ とは 、自治 会に つ いてで すね 。自 治会に つい て、以 前と 比べ

ては 前向 きな答 弁と い うか、 考え てい ただい たか なと思 いま すけ

ど、 中身 を見る と、 ま だまだ 核心 に到 達して ない という よう な返

答、 ちょ っとず らさ れ た答弁 だな と思 います んで 、やは り地 域の

自治 会の 現状を しっ か りと見 てい ただ いて、 さら にこの 自治 会の

支援 をし ていた だき た いと思 って おり ます。 負担 軽減も 含め てで

すね、していただきたいと思っております。

以 上で 代表質 問を 終 わらせ てい ただ きます 。あ りがと うご ざい

ました。


